
学習・教育

目標

授 業 科 目 名

1 年 2 年 3 年 4 年

前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期 前 期 後 期

(A)

多面的思考力

（DP1）

(B)

技術者倫理

(DP1, DP3)

(C)

コミュニケー
ション能力

(DP4)

新入生セミナー(◎) 他学科概論(◎)† 流体環境工学(○)

工学倫理(◎)

創造設計製図(◎)

光電・精密応用実習(◎)

機械工学実験II(◎)

令和７年度「入学生用」ディプロマ・ポリシーを達成するために必要な授業科目の流れ
◎や○は学習・教育目標に対する関与の度合い．網掛けは必修科目，†は選択必修．
※は年度によっては開講時期の変更あるいは複数開講あり(表は一例)．

ラボワーク(○)

心理と行動B(○)†※

地域の文化と歴史A(○)†※

心理と行動A(○)†※

地域の文化と歴史B(○)†※

思想と芸術B(○)†※

思想と芸術A(○)†※

日本国憲法(○)†※

経営と経済A(○)†※

現代の社会A(○)†※

経営と経済B(○)†※

世界のことばと文化(○)†※

現代の社会B(○)†※

【教養領域A（人文・社会科学）】

生命科学(○)※

生物と環境(○)※

生活の科学(○)※

自然と物理(○)※

科学と技術(○)※

数理の構造(○)※

【教養領域B】

国際・地域

環境・自然

現代社会

生命・人間

科学・技術

学際領域のテーマ*)

【学際領域A, B】

数理・データ
サイエンス入門(◎)

情報処理・データ
サイエンス演習(◎)

心理と行動B(○)†※

地域の文化と歴史A(○)†※

心理と行動A(○)†※

地域の文化と歴史B(○)†※

思想と芸術B(○)†※

思想と芸術A(○)†※

日本国憲法(○)†※

経営と経済A(○)†※

現代の社会A(○)†※

経営と経済B(○)†※

世界のことばと文化(○)†※

現代の社会B(○)†※

【教養領域A（人文・社会科学）】

生命科学(○)※

生物と環境(○)※

生活の科学(○)※

自然と物理(○)※

科学と技術(○)※

数理の構造(○)※

【教養領域B】

国際・地域

環境・自然

現代社会

生命・人間

科学・技術

学際領域のテーマ*)

【学際領域A, B】

新入生セミナー(◎)

数理・データ
サイエンス入門(◎)

工学基礎実習(◎) キャンパスワーク(◎)創造教育実習(◎)

情報処理・データ
サイエンス演習(◎)

機械工学概論(◎)

インターンシップ(○)

*) 一部の授業は下記の少人数形式で実施
「学部横断セミナー」「教養ゼミ」
「PBL」「インターンシップ」

*) 一部の授業は下記の少人数形式で実施
「学部横断セミナー」「教養ゼミ」
「PBL」「インターンシップ」

ラボワーク(○)

キャリアデザイン(◎) 卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

経営システム工学(○)

技術とマネジメント(○)

安全工学(○)

機械工学実験I(◎)

創造教育実習(◎)工学基礎実習(◎)

経営システム工学(○)

安全工学(○)

技術とマネジメント(○)

流体環境工学(○)

ラボワーク(○)

卒業研究(◎)卒業研究(◎)

英語演習(◎)

アカデミック
イングリッシュ(◎)

英語コミュニ
ケーション(◎)

基礎英語A(○)

基礎英語B(○)

ビジネス
イングリッシュ(○)

上級英語A(○)

中級英語B(○)

上級英語B(○)

基礎英語C(○)

中級英語C(○)

上級英語C(○)

中級英語D(○)

上級英語D(○)

総合英語IA(○)

総合英語IB(○)

総合英語IIB(○)

総合英語IIA(○)

総合英語IC(○)

総合英語IIC(○)

ESPI(留学)(○)

中級英語A(○)
ESPII(地域)(○)

実用英語演習(◎)

ものづくり・理科教育支援 (学部横断セミナーとし開講) (○)

総合英語Ⅲ(○)

【英 語】 インターンシップ(○)

英語演習(◎)

アカデミック
イングリッシュ(◎)

英語コミュニ
ケーション(◎)

基礎英語A(○)

基礎英語B(○)

ビジネス
イングリッシュ(○)

上級英語A(○)

中級英語B(○)

上級英語B(○)

基礎英語C(○)

中級英語C(○)

上級英語C(○)

中級英語D(○)

上級英語D(○)

総合英語IA(○)

総合英語IB(○)

総合英語IIB(○)

総合英語IIA(○)

総合英語IC(○)

総合英語IIC(○)

ESPI(留学)(○)

中級英語A(○)
ESPII(地域)(○)

実用英語演習(◎)

ものづくり・理科教育支援 (学部横断セミナーとし開講) (○)

総合英語Ⅲ(○)

【英 語】 インターンシップ(○)

経営システム工学(○)

技術とマネジメント(○)

卒業研究(◎)
卒業研究(◎)

工学部機械工学科



(D)

数学と自然
科学および情
報技術の知識

(DP1, DP2)

(E)

機械工学の
知識と応用力

(DP2)

(F)

デザイン能力

(DP3, DP4)

工学基礎化学I(◎) 工学基礎化学II(◎) 確率・統計(◎)

微分積分学II

および演習(◎)微分積分学I(◎)

線形代数学I

および演習(◎)

線形代数学II(◎)

力学・波動I(◎) 力学・波動II(◎) 現代物理(◎)

流体力学I(◎)

機構学(◎)

機械工学演習I(◎)

機械工学概論(◎)

流体力学II(◎)

熱力学II(◎)

機械力学II(◎)

電磁気学(◎)

熱力学I(◎)

材料力学I(◎) 材料力学II(◎) 機械材料I(◎) 機械材料II(◎)

電気電子工学I(◎) 電気電子工学II(◎)

機械工学演習II(◎)

プログラミング(◎)
プログラミング
演習(◎)

数値解析(◎)

自動車工学(◎)

機械要素設計(◎)

制御工学I(◎)

流体環境工学(○)

流体力学III (○)

伝熱工学(○)

弾性力学(○)

光 学(○)

計測工学(○)

電気電子工学III(○)

電磁気学応用(○)

航空工学(○)

材料強度学(○)

情報工学(○)

電子・光材料学(○)

宇宙工学(○) ロケット工学(○) 衛星工学(○)

光エレクトロ
ニクス(○)

機械要素設計(◎)

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎)

キャンパスワーク(◎)

光電・精密
応用実習(◎)

機械工学実験I(◎) 機械工学実験II(◎)

機構学(◎)

応用加工学(○)材料加工学(◎)

機械工学演習III(○)

機械力学I(◎)

ラボワーク(○)

ラボワーク(○)

塑性加工学(○) 機械加工学(○)

数理・データ
サイエンス入門(◎)

情報処理・データ
サイエンス演習(◎)

応用数学IV(○)

応用数学III(○)応用数学I(◎)

応用数学II(◎)

卒業研究(◎)

キャンパスワーク(◎) 材料加工学(◎) 塑性加工学(○) 機械加工学(○)

制御工学II(○)

メカトロニクス(○)

材料力学I(◎) 材料力学II(◎) 機械材料I(◎) 機械材料II(◎) 弾性力学(○) 材料強度学(○)

卒業研究(◎)

応用加工学(○)

機電要素(○)

応用熱工学(○)

物理・化学実験(◎) ラボワーク(○)

機電要素(○)

ロボット工学(○)

光情報処理(○)

卒業研究(◎)卒業研究(◎)

基礎製図(◎) 創造設計製図(◎) 卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

◎や○は学習・教育目標に対する関与の度合い．網掛けは必修科目，†は選択必修．
※は年度によっては開講時期の変更あるいは複数開講あり(表は一例)．

数理・
データサイエンス・

AI基礎(◎)



(G)

自主的・継続的
学習能力

(DP2)

(H)

計画・実行能力

(DP3)

(I)

チームワーク
能力

(DP4)

新入生セミナー(◎)

物理・化学実験(◎) 創造設計製図(◎)

光電・精密
応用実習(◎)

キャンパスワーク(◎)工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎)

物理・化学実験(◎)

キャリアデザイン(◎)

創造教育実習(◎)

ラボワーク(○)

光電・精密
応用実習(◎)

創造設計製図(◎)

ラボワーク(○)

光電・精密
応用実習(◎)

機械工学実験II(◎)

ラボワーク(○)

機械工学実験I(◎) 機械工学実験II(◎)

インターンシップ(○)

創造設計製図(◎)

技術とマネジメント(○)

経営システム工学(○)

卒業研究(◎)

キャンパスワーク(◎)工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎) 機械工学実験II(◎)

インターンシップ(○) 技術とマネジメント(○)

経営システム工学(○)

機械工学概論(◎)

卒業研究(◎)

卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

機械工学実験I(◎)

機械工学実験I(◎)

新入生セミナー(◎)

キャリアデザイン(◎)
卒業研究(◎)

卒業研究(◎)

◎や○は学習・教育目標に対する関与の度合い．網掛けは必修科目，†は選択必修．
※は年度によっては開講時期の変更あるいは複数開講あり(表は一例)．



 

  ディプロマ・ポリシー㸦DP) 
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㉁・⬟力 
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分㔝の▱㆑
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ⓗㅖㄢ㢟に

取り⤌む⬟

力 

DP4. ㄢ㢟᥈ồ・
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の実㊶⬟力、コミ

ュニケーション

⬟力と⾲⌧力 

学

⩦・

ᩍ

⫱

到

㐩

┠

ᶆ 

(A) 多㠃ⓗᛮ⪃力 〇    

(B) ᢏ⾡⪅倫⌮ 〇  〇  

(C) コミュニケーション⬟力    〇 

(D) ᩘ学と⮬↛⛉学および᝟報ᢏ⾡

の▱㆑ 

〇 〇   

(E) ᶵᲔ工学の▱㆑とᛂ⏝力  〇   

(F) デザイン⬟力   〇 〇 

(G) ⮬主ⓗ・⥅⥆ⓗ学⩦⬟力  〇   

(H) ィ⏬・実⾜⬟力   〇  

(I) チームワーク⬟力    〇 

 

 

機械工学⛉の学⩦・教⫱┠標 

(A) 多㠃ⓗ思⪃力 

人文・♫会⛉学、ㄒ学を幅広く学び、専㛛▱㆑に偏しない㇏かな教㣴とものごとを地球ⓗど点から多㠃ⓗに⪃

える⬟力を㌟につける。 

1. 工学だけの狭い㡿域だけでなく、人㛫としての生き方やグローバルな❧場からも⪃え、⾜動し、ㄢ㢟の
ゎ決を⾜うことができる㈨㉁を㌟につける。 

2. 地球環境の保全に㓄慮した⛉学技⾡を尊㔜した❧場からも⪃え、⾜動し、ㄢ㢟ゎ決を⾜うことができる
㈨㉁を㌟につける。 

(B) 技⾡⪅倫理 

⛉学技⾡が♫会と⮬然におよぼす影㡪を理ゎし、技⾡⪅としての♫会に対する㈐任感を培い、㧗い倫理ほを㌟

につける。 

1. ♫会の現状および企業の仕⤌みを理ゎし、♫会及び企業との㛵係において、技⾡⪅としてのあり方を㌟
につける。 

2. 技⾡⪅倫理および情報倫理について理ゎし、実㊶ⓗな対応力を㌟につける。 

(C) コミュニケーション⬟力 

日本ㄒによるㄽ理ⓗな⾲現力とウㄽ⬟力および国㝿ⓗに㏻用するコミュニケーション基♏⬟力を㌟につける。 

1. 専㛛㡿域の参⪃書や⛉学技⾡文献➼をㄪ査し、また実㦂⤖果や◊✲⤖果➼をまとめてグ㏙、Ⓨ⾲、ウㄽ
する⬟力を㌟につける。 

2. 国㝿ⓗに㏻用するㄒ学力を⩦得し、文化、技⾡の交流に必せなコミュニケーション基♏⬟力を㌟につけ
る。 

(D) 数学と⮬然⛉学および情報技⾡の▱㆑ 

機械工学の基┙をなす数学、物理学、化学を⩦得する。 

1. ⥺形代数、微✚分学の基♏とその応用⬟力、および☜率・⤫ィの基♏を含む数学に㛵する⮬然⛉学の▱
㆑を⩦得する。 

2. 物理学の基♏とその基♏実㦂を㏻して⮬然⛉学の▱㆑を⩦得する。 

3. 化学の基♏とその基♏実㦂を㏻して⮬然⛉学の▱㆑を⩦得する。 



 

4. ᝟報ᢏ⾡の基♏とその基♏₇⩦を㏻して᝟報ᢏ⾡の▱㆑を⩦ᚓする。 

(E) ᶵᲔ工学の▱㆑とᛂ⏝力 

ᶵᲔ工学の基♏▱㆑を、ᮦᩱとᵓ㐀、㐠動と᣺動、エネルギーとὶれ、᝟報とィ ・制ᚚ、タィと⏕⏘、ᶵᲔ

とシステムのㅖ分㔝にわたって⩦ᚓする。その▱㆑を問㢟ゎỴにᛂ⏝できる⬟力を㌟につける。 

1. ᶵᲔ工学の主せ分㔝であるᮦᩱとᵓ㐀、㐠動と᣺動、エネルギーとὶれ、᝟報とィ ・制ᚚ、タィと⏕
⏘、ᶵᲔとシステムのㅖ分㔝の基♏▱㆑を⩦ᚓする。 

2. ◊✲や実㦂➼をィ⏬・㐙⾜し、その⤖ᯝをゎᯒしそれを工学ⓗに⪃察する⬟力を⩦ᚓする。 

(F) デザイン⬟力 

ᢏ⾡と⛉学の▱㆑を⥲合してᢏ⾡ㄢ㢟をタ定し、それを実㊶ⓗ、創㐀ⓗにゎỴする⬟力を㌟につける。さらに、

ᢏ⾡⪅としてその⬟力を不᩿に㧗める姿勢を☜❧する。 

1. 工ᴗ〇品のタィ、供ヨᮦᩱのホ価、〇品の〇作、〇品ᙉᗘのホ価・᳨ᰝを⣔⤫ⓗに実᪋する⬟力を㌟に
つける。 

2. 工学ⓗ、ᢏ⾡ⓗㄢ㢟をタ定し、それをゎỴするための実㦂ィ⏬、◊✲ィ⏬を❧᱌・実⾜・ホ価する⬟力
を㌟につける。 

(G) ⮬主ⓗ・⥅⥆ⓗ学⩦⬟力 

将᮶にわたりᢏ⾡⪅としてά㌍していくためにᚲせなᢏ⾡と⛉学の▱㆑を⮬主ⓗに学⩦し、かつ、⮬ら◊㛑し

て⥅⥆ⓗに学⩦できる⬟力を㌟につける。 

1. ᢏ⾡と⛉学の▱㆑をᚓるとともに、実⩦⛉┠を㏻して効ᯝⓗな学⩦᪉ἲを㌟につけ、⮬主ⓗに学⩦する
ことができる⬟力を㌟につける。 

2. ⩦ᚓしたᢏ⾡や▱㆑をもとに、⮬ら◊㛑して⥅⥆ⓗに学⩦し、ᮍゎỴ問㢟やㄢ㢟をゎỴできる⬟力を㌟
につける。 

(H) ィ⏬・実⾜⬟力 

与えられた᮲件のもとでㄢ㢟をㄽ⌮ⓗにゎᯒし、それらをゎỴするためのィ⏬を❧᱌し⾜動するとともに、ᚲ

せにᛂじてィ⏬を修ṇするマネジメント⬟力を㌟につける。 

1. 与えられた制⣙の中で、ㄢ㢟をゎỴするための⾜動をィ⏬し、実⾜する⬟力を㌟につける。 

2. ィ⏬の㐍ᤖをᢕᥱし、ᚲせにᛂじて修ṇする⬟力を㌟につける。 

(I) チームワーク⬟力 

協働ά動のᙺ割分ᢸを⌮ゎし、なすべき⾜動の判᩿とⓗ☜に実⾜する⬟力を㌟につける。 

1. 協働┠ⓗを㐩ᡂするために、⮬ᕫや他⪅がなすべきᙺ割を⌮ゎする⬟力を㌟につける。 

2. ⮬ᕫや他⪅のなすべき⾜動を判᩿した上で、┦互のពᛮ␯㏻を図り、協ㄪして実⾜する⬟力を㌟につけ
る。 

 
 

工学㒊 学位ᤵ与の᪉㔪㸦ディプロマ・ポリシー㸧 

 

工学㒊のᩍ⫱┠ᶆは「㇏かなᩍ㣴とឤᛶおよび国㝿ⓗなឤぬを㌟につけ、多ᵝ化する♫会に主体ᛶをᣢってᰂ㌾

に対ᛂし、⊂創ᛶに富んだ⛉学ᢏ⾡を創㐀する人ᮦの⫱ᡂ」である。それを受けて、下グに♧す㈨㉁・⬟力を㌟に

つけていることを学士㸦工学㸧の学位ᤵ与の᪉㔪とする。 

 

DP1. ㇏かなᩍ㣴と国㝿ឤぬを㌟につけており、多ᵝ化する♫会のㅖ問㢟を主体ⓗにゎỴできる基♏⬟力を㌟につ

けている。 

DP2. 工学をᨭえる⌮⣔の基♏⛉┠を学んだ上で、㧗ᗘな専㛛▱㆑や᭱先➃のᢏ⾡を修ᚓしており、⮬ᕫ学⩦によ

りⓎ展できる㈨㉁・⬟力を㌟につけている。 

DP3. 工学の≉定専㛛分㔝だけでなく他のᖜᗈい分㔝についても▱㆑を᭷することにより、工学全⯡にΏる」合ⓗ

なㅖ問㢟にもᯝᩒに取り⤌める⬟力を᭷する。 

DP4. 工学分㔝のㄢ㢟᥈ồ・ゎỴ、創㐀のための実㊶⬟力、コミュニケーション⬟力と⾲⌧力を㌟につけている。 

 



電気電子工学科　エネルギー・電子制御コースのカリキュラムツリー

　このカリキュラムツリーは、電気電子工学科エネルギー・電子制御コースの学年進行と授業等の関係について、専門科目を中心に表したものです。学年が進むにつれて、初学年次からの授業及び実験・実習の修得
が前提となっています。例えば、1年前期の「電気電子情報数学」の修得を前提として、後期の「電磁気学Ⅰ」や「電気回路Ⅰ」の授業が行われ、さらにそれらを発展させたものとして上位学年の「電磁波工学」や
「過渡現象」などが開講されます。
　授業等の履修においては単に単位を修得するだけでなく、深く本質的な理解が求められます。また、数学や実験・実習も専門科目と関連していますので、これらも十分に理解しておくべきです。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 前期・後期

年 年 年 年

エネルギー・電子制御実験Ⅰ

電気電子工学概論 他学科概論

電気電子計測

電子回路Ⅰ ※ 電子回路Ⅱ

論理回路Ⅰ 論理回路Ⅱ 集積電子回路

制御工学Ⅱ

プログラミング

ディジタルコンピューティング

電気エネルギー工学

電磁エネルギー変換工学

データ処理と機械学習

コンピュータの構造と応用

電磁気学Ⅰ電気電子情報数学 電磁気学Ⅱ 電磁波工学

電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 過渡現象

電気電子製図

電気電子英語 技術者倫理

インターンシップ 経営システム工学

安全工学

線形代数学Ⅰおよび演習 線形代数学Ⅱ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅳ微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰおよび演習

応用数学Ⅱ 応用数学Ⅴ

工学基礎化学Ⅰ 工学基礎化学Ⅱ 物理・化学実験

力学・波動Ⅰ 力学・波動Ⅱ 現代物理 熱統計力学

電気法規および施設管理

電気電子材料・半導体デバイス工学

必修（専門応用） 選択必修（専門応用） 選択（専門応用）

選択（専門・学部共通） 必修（理系基礎）

凡例

教養基礎科目（新入生セミナー，数理・データサイエンス，英語，初習外国語，健康体育，フィールドワーク，キャリア形成科目）
教養展開科目（教養領域 ，教養領域 ，学際領域 ，学際領域 ）
教職等資格科目（教職教養科目）

全学教育科目（教養科目）

専門科目・理系基礎科目 エネルギー・電子制御実験Ⅱ エネルギー・電子制御実験Ⅲ エネルギー・電子制御セミナー

※ 卒業研究

豊かな教養と国際感覚，諸
問題の解決能力

理系の基礎科目と専門技術
の修得，自己学習により発
展できる資質・能力

幅広い分野の知識を持ち複
合的諸課題に取り組む能力

課題探求・解決，創造のた
めの実践能力，コミュニ
ケーション能力と表現力

次世代モビリティ工学概論

電磁気学Ⅱ 高電圧工学

応用電気回路 電気回路Ⅱ

デジタル信号処理 ネットワーク工学

制御工学

パワーエレクトロニクス

数理・データサイエンス・ 基礎
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る
英
語
に
慣
れ
親
し
む
た
め
、
教
養
科
目
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
に
引
き
続
き
、
専
門
英
語
の
発
表
能
力

が
身
に
付
く
よ
う
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
教
員
に
よ
る
楽
し
く
ユ
ニ
ー
ク
な
「
電
気
電
子
英
語
」
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
是
非
積
極
的

に
受
講
し
て
、
英
語
能
力
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
下
さ
い
。

２
－
６
）
卒
業
研
究
・
卒
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー

授
業
で
学
ん
だ
知
織
を
総
合
的
に
利
用
し
て
，
新
し
い
未
知
の
問
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
だ
り
、
特
定
の
分
野
を
深
く
追

求
し
た
り
す
る
場
と
し
て
卒
業
研
究
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
卒
業
研
究
に
関
係
し
た
情
報
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー
お

よ
び
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
電
子
制
御
セ
ミ
ナ
ー
を
卒
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
別
の
科
目
に
し
て
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
科
目
は

研
究
室
に
配
属
さ
れ
て
実
施
さ
れ
、
両
方
と
も
履
修
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
卒
業
研
究
を
通
し
て
今
ま
で
学
ん
で
き
た

知
識
を
更
に
確
実
な
も
の
と
す
る
と
同
時
に
、
様
々
な
課
題
に
挑
戦
し
自
律
的
に
も
の
を
考
え
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
各
研
究
室
へ
の
配
属
人
数
に
は
制
限
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
卒
研
配
属
時
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
説
明
し
ま
す
。

２
－
７
）
お
わ
り
に

工
学
の
修
得
は
、
決
し
て
一
朝
一
夕
に
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
り
わ
け
電
気
電
子
工
学
の
分
野
は
、
修
得

す
べ
き
科
目
が
多
く
、
実
験
も
ハ
ー
ド
で
あ
る
こ
と
は
事
実
で
し
ょ
う
。
し
か
し
電
気
電
子
工
学
を
習
得
し
た
技
術
者
は
世

の
中
で
極
め
て
要
望
が
高
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
諸
君
は
こ
の
こ
と
を
十
分
に
了
解
し
、
過
度
の
ア
ル
バ
イ
ト
や
サ
ー

ク
ル
活
動
を
避
け
、
将
来
を
見
据
え
て
真
剣
に
勉
学
に
取
り
組
む
よ
う
期
待
し
ま
す
。

電気電子工学科　情報エレクトロニクスコースのカリキュラムツリー

　このカリキュラムツリーは、電気電子工学科情報エレクトロニクスコースの学年進行と授業等の関係について、専門科目を中心に表したものです。学年が進むにつれて、初学年次からの授業及び実験・実習の修
得が前提となっています。例えば、1年前期の「電気電子情報数学」の修得を前提として、後期の「電磁気学Ⅰ」や「電気回路Ⅰ」の授業が行われ、さらにそれらを発展させたものとして上位学年の「電磁波工
学」や「過渡現象」などが開講されます。
　授業等の履修においては単に単位を修得するだけでなく、深く本質的な理解が求められます。また、数学や実験・実習も専門科目と関連していますので、これらも十分に理解しておくべきです。

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 前期・後期

年 年 年 年

情報エレクトロニクス実験Ⅰ電気電子工学概論 他学科概論

光波工学

電気電子計測

電子回路Ⅰ 電子回路Ⅱ 回路シミュレーション

論理回路Ⅰ 論理回路Ⅱ コンピュータ・アーキテクチャ

プログラミング 数値シミュレーション 情報通信工学

信号処理 機械学習

確率統計 情報理論 符号理論

電磁気学Ⅰ電気電子情報数学 電磁気学Ⅱ 電磁波工学

電気回路Ⅰ 電気回路Ⅱ 過渡現象 生体情報工学

電気電子英語 技術者倫理

インターンシップ 経営システム工学

安全工学

線形代数学Ⅰおよび演習 線形代数学Ⅱ

応用数学Ⅰ 応用数学Ⅳ微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅰおよび演習

応用数学Ⅱ 応用数学Ⅴ

工学基礎化学Ⅰ 工学基礎化学Ⅱ 物理・化学実験

力学・波動Ⅰ 力学・波動Ⅱ 現代物理 熱統計力学

センサ工学

必修 選択必修 選択

選択（専門・学部共通） 必修（理系基礎）

凡例

教養基礎科目（新入生セミナー，数理・データサイエンス，英語，初習外国語，健康体育，フィールドワーク，キャリア形成科目）
教養展開科目（教養領域 ，教養領域 ，学際領域 ，学際領域 ）
教職等資格科目（教職教養科目）

全学教育科目（教養科目）

専門科目・理系基礎科目

情報エレクトロニクス実験Ⅱ 情報エレクトロニクス実験Ⅲ

情報エレクトロニクスセミナー

卒業研究

豊かな教養と国際感覚，諸
問題の解決能力

理系の基礎科目と専門技術
の修得，自己学習により発
展できる資質・能力

幅広い分野の知識を持ち複
合的諸課題に取り組む能力

課題探求・解決，創造のた
めの実践能力，コミュニ
ケーション能力と表現力

情報エレクトロニクス概論

数理・データサイエンス・ 基礎

集積回路工学



電子物理デバイスコース　カリキュラムツリー　令和7年度（2025年度）以降入学者用

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

工学部電子物質科学科

②　DP2
理系の基礎科
目、高度な専門
知識や最先端の
技術、自己学習
により発展できる

資質・能力

③　DP3
特定専門分野を
超えた幅広い分
野の知識、工学
全般に渡る複合
的な諸問題に取

り組める能力

④　DP4
課題探求・解決、
創造のための実
践能力、コミュニ
ケーション能力と

表現力

授業科目名
学習・教育目標 1年 2年 3年 4年

①　DP1
豊かな教養と国
際感覚、多様化
する社会の諸問
題を主体的に解
決できる基礎能

力

①④ 線形代数I

及び演習
① 線形代数II

① 微分積分学I ①④ 微分積分学II

及び演習

① 力学・波動I ① 力学・波動II

①② 電気回路Ⅱ

① 応用数学II

① 現代物理 ①②③ 量子力学

① 応用数学I

①② ディジタル電

子回路

① 応用数学V

① 応用数学IV

①② 電気回路Ⅲ

① 工学基礎化学I ① 工学基礎化学

①②③ 電子物

質科学概論I

① 基礎無機化学

①②③ 電子物質科

学概論II

①② 物理化学I ①② 物理化学II
①② 物質合成工学

①② 材料物性

①③ 他学科概論①② 有機化学

①③④ 電子物

質科学演習

①②③④ 卒 業 研 究

①④ 物理・化学実

①②③④ セミナー

①②④ 電子物理

デバイス工学実験II

①④ 電子物理デ

バイス工学実験I

①②③④ ラボワーク

全学教育科目

①②③④ 卒 業 研 究

①②③ 電子物

質科学概論I

②④ 電磁気学Ⅲ

②③ X線回折・

結晶科学

①②③④ セミナー

①②③ 電子物質

科学概論II

② 電子物理数学

②③ 電気回路Ⅰ

②③ 電磁気学Ⅱ

②③ 基礎電子回路

①② 電気回路Ⅱ

② アナログ電

子回路

② 固体物理I

②③ 固体物理II②③④ 統計力学

①②③ 量子力学

①② 物理化学I ①② 物理化学II

①②④ 電子物理

デバイス工学実験II

②③④ 過渡現象論

①② ディジタル

電子回路

② プラズマ工学

②④ 波動光学

②③ 電気電子計測

②③ 量子エレク

トロニクス

②③ 数値計算法②③ プログラミング

②③ 電子デバイスI ②③ 電子デバイスII

②③ 環境工学

② 有機材料基礎

①② 物質合成工学

② エネルギー電

気化学

①② 材料物性

②③ 材料分析

①②③ 安全工学

②③ 電磁気学Ⅰ

①② 電気回路Ⅲ

①②④ 電子物理デ

バイス工学実験Ⅲ

①② 有機化学

①②③④ ラボワーク

①②③④ 卒 業 研 究①②③ 電子物質

科学概論I
②③ X線回

折・結晶科学

①②③④ セミナー

①②③ 電子物

質科学概論II 

②③ 電気回路Ⅰ

②③ 電磁気学Ⅱ

②③ 基礎電子回路

②③ 固体物理II2,3,4   統計力学

①②③ 量子力学

②③④ 過渡現象論

②③ 電気電子計測

②③ 量子エレク

トロニクス

②③ 数値計算法②③ プログラミング

②③ 電子デバイスI ②③ 電子デバイスII

②③ 環境工学

②③ 材料分析

①③ 他学科概論

①③④ 経営シ

ステム工学

①②③ 安全工学

①②③④ ラボワーク

①③④ 電子物質

科学演習

①④ 線形代数I及び

演習

①④ 微分積分学

II及び演習
②③④ 統計力学

②③④ 過渡現

象論
②④ 波動光学

①②③④ 卒 業 研 究

①④ 物理・化学実験
①②③④ セミナー①②④ 電子物理デ

バイス工学実験II

①④ 電子物理デバ

イス工学実験I

①③④ 経営シス

テム工学

①②④ 電子物理デ

バイス工学実験Ⅲ

①②③④ ラボワーク

①③④ 電子物

質科学演習

②③ 電磁気学Ⅰ

②④ 電磁気学Ⅲ

必修科目

選択必修科目

選択科目

①②③ 安全工学

①③④ 経営シ

ステム工学

①②④ 電子物理デ

バイス工学実験Ⅲ

② 数理・データサ

イエンス・AI基礎



材料エネルギー化学コース　カリキュラムツリー　令和7年度（2025年度）以降入学者用

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

②　DP2
理系の基礎科
目、高度な専門
知識や最先端の
技術、自己学習
により発展できる

資質・能力

③　DP3
特定専門分野を
超えた幅広い分
野の知識、工学
全般に渡る複合
的な諸問題に取

り組める能力

④　DP4
課題探求・解決、
創造のための実
践能力、コミュニ
ケーション能力と

表現力

工学部電子物質科学科

学習・教育目標
授業科目名

1年 2年 3年 4年

①　DP1
豊かな教養と国
際感覚、多様化
する社会の諸問
題を主体的に解
決できる基礎能

力

①④ 線形代数I

及び演習
① 線形代数II 

① 微分積分学 ①④ 微分積分学II

及び演習

① 力学・波動I ① 力学・波動II

①② 電気回路Ⅱ

① 現代物理

①② 電気回路Ⅲ

① 工学基礎化学I ① 工学基礎化学II

①②③ 電子物質

科学概論I

① 基礎無機化学

①②③ 電子物質

科学概論II

①② 物理化学I ①② 物理化学II

①② 物質合成工学 ①② 材料物性

①③ 他学科概論

①② 有機化学

①②③④ 卒 業 研 究

①④ 物理・化学実験
①②④ 材料エネ

ルギー化学実験II
①②④ 材料エネ

ルギー化学実験I

①②④ 材料エネル

ギー化学実験Ⅲ

①②③④ ラボワーク

全学教育科目

①②③④ 卒 業 研 究

①②③ 電子物質

科学概論I

②④ 電磁気学Ⅲ

①②③ 電子物質

科学概論II 

② 電子物理数学

②③ 電気回路Ⅰ

②③ 電磁気学Ⅱ

②③ 基礎電子回路

①② 電気回路Ⅱ

②③ 固体物理II

②③④ 統計力学

①② 物理化学I ①② 物理化学II

①②④ 材料エネル

ギー化学実験II

②③ プログラミング

②③ 電子デバイスI ②③ 電子デバイスII

② 有機材料基礎

①② 物質合成工学

②④ エネルギー電気

化学

①② 材料物性

②③ 材料分析

①②③ 安全工学

②③ 電磁気学Ⅰ

①② 電気回路Ⅲ

①②④ 材料エネル

ギー化学実験Ⅲ

①② 有機化学

①②③④ ラボワーク

①②③④ 卒 業 研 究

①②③ 電子物質

科学概論I

①②③④ セミナーI

①②③ 電子物

質科学概論II

②③ 電気回路Ⅰ

②③ 電磁気学Ⅱ

②③ 基礎電子回路

②③ 固体物理II

②③④ 統計力学

②③ Ｘ線回折・結晶

科学

②③ プログラミング

②③ 電子デバイスI ②③ 電子デバイスII

②③ 環境工学 ②③ 材料分析

①③ 他学科概論

①②③④ ラボワーク

①④ 微分積分

学II及び演習
②③④ 統計力学

①②③④ 卒 業 研 究

①④ 物理・化学実験
①②④ 材料エネ

ルギー化学実験II

①②④ 材料エネル

ギー化学実験I

①③④ 経営シ

ステム工学
①②④ 材料エネル

ギー化学実験Ⅲ

①②③④ ラボワーク

②③④ 固体化学

②③④ 固体化学

②③④ 固体化学

②③ Ｘ線回折・結

晶科学

②④ 電気化学基礎

②④ 電気化学基礎

②④ エネルギー電

気化学

①②④ 材料エネ

ルギー化学演習II

①②④ 材料エネル

ギー化学演習I

①②④ 電子物質

科学演習

①②④ 材料エネ

ルギー化学演習II

①②④ 材料エネ

ルギー化学演習I
①②④ 電子物質

科学演習

①②④ 材料エネ

ルギー化学演習II

①②④ 材料エネ

ルギー化学演習I
①②④ 電子物質

科学演習

①②③④光機能材料

①②③ 安全工学

①②③④ 光機能材料

①②③④ 無機材料 ①②③④ 光機能材料

①②③④ セミナーI

①②③④ セミナーI ①②③④ セミナーI 

①②③④ セミ

ナーI 

①②③④ セミ

ナーI

①②③④ セミナーI ①②③④ セミナーI

②③ 環境工学

①④ 線形代数I

及び演習
②④ 電磁気学Ⅲ

①②③ 安全工学

①③④ 経営シ

ステム工学

①③④ 経営シ

ステム工学

①③ 量子物質化学

①③ 量子物質化学

②③ 固体物理I

②③ 固体物理I

②③ 表面界面工学

②③ 表面界面工学

①② 高分子科学

①② 高分子科学

①②③④ エネル

ギー化学

①②③④ エネ

ルギー化学

①②③④ 光機

能材料

①②③④ エネ

ルギー化学

①②④ 材料エネ

ルギー化学実験I

①②③④ エネ

ルギー化学

①②③④ 無機材料

①②③④ 無機材料

①②③④ 無機材料

①② 機能性有機

材料

①② 機能性有機材料

②③ 電磁気学Ⅰ

必修科目

選択必修科目

選択科目

①②③ 電子物質

科学概論II 

② 数理・データサ

イエンス・AI基礎



CAコース　カリキュラムツリー　2025年度以降入学者用

キャリアデザイン(◎) インターンシップ 技術とマネジメント

化学バイオ工学概論(◎) 物質循環化学(◎) 経営システム工学

環境化学工学

英語 英語 英語 英語 英語 英語

教養科目 教養科目 教養科目 教養科目 教養科目 教養科目

機械工学概論(○)

電気電子工学概論(○) 安全工学(◎) インターンシップ

電子物質科学概論(○) 技術者倫理(◎)

システム工学概論(○)

線形代数学Ⅰおよび演習(◎) 線形代数学Ⅱ(◎)

微分積分学Ⅰ(◎) 微分積分学Ⅱおよび演習(◎)

力学・波動Ⅰ(◎) 力学・波動Ⅱ(◎) 物理・化学実験(◎) 熱統計力学(◎)

機械工学概論(○) 基礎機械工学(◎)

電気電子工学概論(○) 電磁気学(◎)

電子物質科学概論(○)

数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ入門(◎) システム工学概論(○)

情報処理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ演習(◎) 数理・データサイエンス・ＡＩ基礎(◎)

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎)

化学工学Ⅰ(◎) 化学工学Ⅱ(◎) 移動現象論Ⅰ(◎) 移動現象論Ⅱ 反応工学(◎) プロセス制御

化学バイオ工学概論(◎) 環境化学工学 機械的単位操作

環境化学(◎) 環境応用化学実験Ⅰ(◎) 環境応用化学実験Ⅱ(◎) 環境応用化学実験Ⅲ(◎)

環境応用化学演習Ⅰ(◎) 環境応用化学演習Ⅱ(◎) 環境応用化学演習Ⅲ(◎) 環境応用化学演習Ⅳ(◎)

物質循環化学(◎) 環境触媒化学

無機化学基礎(◎) 無機化学Ⅰ(◎) 無機化学Ⅱ(◎) 無機工業化学 電気化学

化学バイオ工学概論(◎) 基礎有機化学(◎) 有機化学Ⅰ(◎) 有機化学Ⅱ(◎) 合成有機化学(◎) 有機工業化学

物理化学Ⅰ(◎) 物理化学Ⅱ(◎) 熱統計力学(◎) 量子化学(◎) 光機能化学

工学基礎化学Ⅰ(◎) 工学基礎化学Ⅱ(◎) 物理・化学実験(◎) 高分子物理化学(◎) 高分子合成化学

高分子科学(◎)

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎) インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

機械工学概論(○) 基礎機械工学(◎) 基礎製図(◎) 卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

電気電子工学概論(○)

電子物質科学概論(○)

システム工学概論(○)

創造教育実習(◎) キャリアデザイン インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

英語(◎) 英語(◎) 英語(◎) 英語(◎) 英語(◎) 英語(◎)

教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目

インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎) ものづくり・理科教育支援 ものづくり・理科教育支援 ものづくり・理科教育支援 ものづくり・理科教育支援 卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

経営システム工学

技術とマネジメント

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎) インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

Ｈ
DP1

Ｉ
DP1
DP2

Ｂ
DP1
DP3

C
DP2

Ｄ
DP2

Ｅ
DP2

Ｆ
DP3
DP4

Ｇ
DP1
DP4

授　　業　　科　　目　　名
4　年

前　期 後　期

2　年

前　期

J
DP4

前　期 後　期

1　年 3　年

前　期 後　期後　期

学習・
教育
達成
目標

A
DP1
DP3



CBコース　カリキュラムツリー　2025年度以降入学者用

キャリアデザイン（◎） インターンシップ 技術とマネジメント

化学バイオ工学概論(◎) 物質循環化学 経営システム工学

英語 英語 英語 英語 英語 英語

教養科目 教養科目 教養科目 教養科目 教養科目 教養科目

機械工学概論(○)

電気電子工学概論(○) 安全工学(◎) インターンシップ

電子物質科学概論(○) 技術者倫理(◎)

システム工学概論(○)

線形代数学Ⅰおよび演習(◎) 線形代数学Ⅱ(◎) 化学・生物実験(◎)

微分積分学Ⅰ(◎) 微分積分学Ⅱおよび演習(◎) 生物学Ⅰ(◎) 生物学Ⅱ(◎)

力学・波動Ⅰ(◎) 力学・波動Ⅱ(◎)

機械工学概論(○) 基礎機械工学(◎)

電気電子工学概論(○)

電子物質科学概論(○)

数理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ入門(◎) システム工学概論(○)

情報処理・ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ演習(◎) 数理・データサイエンス・ＡＩ基礎(◎)

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎)

化学工学Ⅰ(◎) 化学工学Ⅱ(◎) 移動現象論Ⅰ(◎) 移動現象論Ⅱ（◎） 反応工学(◎) プロセス制御（◎）

化学バイオ工学概論(◎) 生物化学工学

環境化学 物質循環化学

無機化学基礎(◎) 無機化学Ⅰ(◎) 無機化学Ⅱ(◎) 有機材料物性(◎) 機能材料化学

化学バイオ工学概論(◎) 基礎有機化学(◎) 有機化学Ⅰ(◎) 有機化学Ⅱ(◎) 有機化学Ⅲ(◎)

物理化学Ⅰ(◎) 物理化学Ⅱ(◎) 高分子物理化学(◎)

工学基礎化学Ⅰ(◎) 工学基礎化学Ⅱ(◎) 材料物性基礎(◎)

高分子科学(◎)

生物学Ⅰ(◎) 生物学Ⅱ(◎) バイオ応用工学実験Ⅰ(◎) 生物化学工学

生物化学(◎) バイオ応用工学実験Ⅱ(◎) バイオ応用工学実験Ⅲ(◎)

化学・生物実験(◎) 分子生物学(◎) 生体分子化学Ⅱ

生体分子化学Ⅰ(◎)

バイオ応用工学Ⅰ バイオ応用工学Ⅲ バイオ応用工学Ⅳ バイオ応用工学Ⅴ

バイオ応用工学Ⅱ

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎) インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

機械工学概論(○) 基礎機械工学(◎) 卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

電気電子工学概論(○)

電子物質科学概論(○)

システム工学概論(○)

創造教育実習(◎) キャリアデザイン インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

実践英語 卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

英語(◎) 英語(◎) 英語(◎) 英語(◎) 英語(◎) 英語(◎)

教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目 教養科目を含む全科目

インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎) ものづくり・理科教育支援 ものづくり・理科教育支援 ものづくり・理科教育支援 ものづくり・理科教育支援 卒業研究(◎) 卒業研究(◎)

経営システム工学

技術とマネジメント

工学基礎実習(◎) 創造教育実習(◎) インターンシップ セミナーⅠ(◎) セミナーⅡ(◎)

卒業研究(◎) 卒業研究(◎)
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Ｉ
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Ｂ
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C
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Ｄ
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Ｅ
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Ｇ
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授　　業　　科　　目　　名
4　年

前　期 後　期

2　年

前　期

J
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前　期 後　期

1　年 3　年

前　期 後　期後　期

学習・
教育
達成
目標

A
DP1
DP3



ᕤᏛ㒊 Ꮫ఩ᤵ୚䛾᪉㔪䠄䝕䜱䝥䝻䝬䞉䝫䝸䝅䞊䠅 

ᕤᏛ㒊䛾ᩍ⫱┠ᶆ䛿䛂㇏䛛䛺ᩍ㣴䛸ឤᛶ䛚䜘䜃ᅜ㝿ⓗ䛺ឤぬ䜢㌟䛻䛴䛡䚸ከᵝ໬䛩

䜛♫఍䛻୺యᛶ䜢ᣢ䛳䛶ᰂ㌾䛻ᑐᛂ䛧䚸⊂๰ᛶ䛻ᐩ䜣䛰⛉Ꮫᢏ⾡䜢๰㐀䛩䜛ேᮦ䛾

⫱ᡂ䛃䛷䛒䜛䚹䛭䜜䜢ཷ䛡䛶䚸ୗグ䛻♧䛩㈨㉁䞉⬟ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔䜛䛣䛸䜢Ꮫኈ䠄ᕤ

Ꮫ䠅䛾Ꮫ఩ᤵ୚䛾᪉㔪䛸䛩䜛䚹 

1. ㇏䛛䛺ᩍ㣴䛸ᅜ㝿ឤぬ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛚䜚䚸ከᵝ໬䛩䜛♫఍䛾ㅖၥ㢟䜢୺యⓗ

䛻ゎỴ䛷䛝䜛ᇶ♏⬟ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔䜛䚹 

2. ᕤᏛ䜢ᨭ䛘䜛⌮⣔䛾ᇶ♏⛉┠䜢Ꮫ䜣䛰ୖ䛷䚸㧗ᗘ䛺ᑓ㛛▱㆑䜔᭱ඛ➃䛾ᢏ

⾡䜢ಟᚓ䛧䛶䛚䜚䚸⮬ᕫᏛ⩦䛻䜘䜚Ⓨᒎ䛷䛝䜛㈨㉁䞉⬟ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔䜛䚹 

3. ᕤᏛ䛾≉ᐃᑓ㛛ศ㔝䛰䛡䛷䛺䛟௚䛾ᖜᗈ䛔ศ㔝䛻䛴䛔䛶䜒▱㆑䜢᭷䛩䜛䛣䛸

䛻䜘䜚䚸ᕤᏛ඲⯡䛻Ώ䜛」ྜⓗ䛺ㅖၥ㢟䛻䜒ᯝᩒ䛻ྲྀ䜚⤌䜑䜛⬟ຊ䜢᭷䛩

䜛䚹 

4. ᕤᏛศ㔝䛾ㄢ㢟᥈ồ䞉ゎỴ䚸๰㐀䛾䛯䜑䛾ᐇ㊶⬟ຊ䚸䝁䝭䝳䝙䜿䞊䝅䝵䞁⬟ຊ

䛸⾲⌧ຊ䜢㌟䛻䛴䛡䛶䛔䜛䚹 
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A  DP 1㸪DP 3ᶈ 
B  DP 1㸪DP 3ᶈ 
C  DP 2 
D  DP 2 
E  DP 2 
F  DP 4 
G  DP 1㸪DP 4ᶈ 
H  DP 1 
I   DP 1 
J   DP 4 
 
 
 
 
 ᑐᛂࡢᏛ⩦ᩍ⫱฿㐩┠ᶆࡢ⛉ᕤᏛ࢜࢖ࣂ໬Ꮫࠊࡿࡍᑐ࡟࣮ࢩ࣏࣐ࣜࣟࣉ࢕ࢹ
 
DP1 A㸪B㸪H㸪G㸪I 
DP2  C㸪D㸪E 
DP3  A㸪B 
DP4  F㸪G㸪J 
 
 

 A B C D E F G H I J 
DP㸯 ࠐ ࠐ ࠐ     ࠐ ࠐ  
DP㸰   ࠐ ࠐ ࠐ      
DP㸱 ࠐ ࠐ         
DP㸲      ࠐ   ࠐ ࠐ 

 

 

  



令和７年度（202５年度）入学生用
数理システム工学科　専門科目相関図

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

教職「数学」の教科に関する専門科目（代数学、幾何学、解析学、確率論．統計学、コンピュータ）
理系基礎科目

工学部 DP1: 教養と国際感覚            ,DP2: 高度な専門知識と技術            ,DP3: 工学全般の知識と能力             ,DP4: 実践能力とコミュニケーション能力            

…必修科目

1年 2年 3年 4年

…選択科目 …全学教育科目

線形代数学I

及び演習
線形代数学II

応用数学I

応用数学II

応用数学IV

微分積分学I
微分積分学II

及び演習

力学・波動I 力学・波動II
熱統計力学/

生物学Ⅰ

工学基礎化学I 工学基礎化学II
物理・化学実験

卒 業 研 究

安全工学

経営システム

工学

他学科概論

電磁気学/生物学Ⅱ

確率統計

システム工学

概論

シミュレーション

技法Ⅰ

シミュレーション

技法Ⅱ

数理計画

オペレーションズ・

リサーチ

グラフ理論

離散最適化

環境システム工学

複雑系モデル

社会システム工学

システム基礎数学

情報科学入門

コンピュータ入門

プログラミング

モデリングⅠ

数値計算法Ⅰ

データ構造と

アルゴリズム

数値計算法Ⅱ

環境適合設計

コンピュータ

ネットワーク

計算システム工学

技術者倫理 インターンシップ

コンピュータ

アーキテクチャ

システム工学

セミナー入門

リスク分析

システム工学

応用実習Ⅱ
システム工学セミナー

情報理論

ソフトウェア

品質管理

多変量解析

オートマトンと

言語理論

符号理論

プロジェクト

マネジメント

社会モデル

代数学概論 幾何学概論

プログラミング入門

モデリングⅡ

応用数学III

システム工学

応用実習Ⅰ

プログラム

コンテスト

全学教育科目 全学教育科目 全学教育科目 全学教育科目 全学教育科目 全学教育科目 全学教育科目 全学教育科目

1  3

1  3

2  4

2  4

1  4

1

1

1

1  3  4 1  3  4 1  3  4 1  3  4 1  3  4 1  3  4 1  3  4 1  3  4

1  3

2  3

2  4

2  3

1

1  4

2  3

2  3

2  3

1  3

1  3

1  3

2  3

2  3

1  4
1

1 1 1

2  3

2  3

1  3

2  4

2  3

2  3

2  3

1  3

1  3

3  4

2  3

1  2  3

2  3

2  3

2  3

1  3

1  3

2  3

2  4

2  3

2  4

1  2  3  4

2  3

2  3

1  2

2  3

2  3

2  3

2  3

2  

1  2  3  

1  2  3

1  3  4

3  4

1 2 3 4

数理・データ

サイエンス・

ＡＩ基礎
2


